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            別記様式-２（第４関係）

    公 共 事 業 再 評 価 調 書        担当部課名  南土木整備事務所            

事業名 街路事業 地区名
植松和地線

（佐藤西工区～追分工区）
市名 浜松市

事

業

概

要

【事業目的及び主な事業内容】

（１）事業目的

本線は、都心部と東名浜松西 IC や観光地舘山寺方面等の地方拠点を連絡する放射道路に位置付けら

れている。また、都心環状線の一部を形成しているため、自動車交通量が非常に多く、慢性的な渋滞

が発生している。

本事業では、渋滞の解消による円滑な自動車交通と、沿道地域の安全で良好な生活環境の改善を目

的として整備を行う。

（２）主な事業内容

事業延長 L=2,448m

道路幅員 W=25.0～30.0m  車線構成 4車線

事  業

計画期間

平成 7年度

～平成 29 年度

事業（補助）

採択
平成 7年度

用地

着手
平成 7年度

工事

着手
平成15年度

事

業

費

当初計画

  事業費

（百万円）

年度別投資実績・投資計画（百万円）

平成 7年度

～平成23年度
平成 24 年度

平成 25年度

（評価年度）
平成 26年度

平成 27 年度

～平成 29年度
計

13,371 9,820 249 253 808 2,241 13,371

①
事
業
の
進
捗
状
況

【進捗率】

事業費ベース 75.3%

平成 24 年度末実績 工事 72.1%  用地取得 83.8%  建物補償 71.0%

【整備効果発現状況（供用開始状況）】

昭和橋、野口工区東の整備に伴い、連続する野口工区及び佐藤西工区についても整備を推進すると

ともに、下池川町交差点の早期改良、対象区間の全線４車線化の早期実現を図る。

【工事遅延等の理由並びに解決の見通し】

平成 7年度の事業採択以降、平成 29 年度の事業完了を目標として整備を進めているが、近年の厳し

い財政事情や用地補償の対応等に不測の時間を要したため事業の進捗に遅れが生じている。

今後は、未取得用地の早期取得や建物等補償を精力的に進め、本区間の早期供用開始を目指していく。

②
事
業
を
巡
る

社
会
経
済
情

勢
等
の
変
化

本線は都心と都市的土地利用が進んでいる郊外拠点地区を結ぶ放射道路の一部を担っており、都心と

郊外拠点との連絡の強化に資している。加えて、中心市街地の外郭を形成する都心環状線の一部を形成

しており、沿線には事業開始以降静岡文化芸術大学や遠州病院等の高次な都市機能が集約されてきてい

る。このため、本線の自動車交通の需要は高く、良好な車道整備や安全で快適な歩行空間の創出、都心

部における円滑な交通環境の実現の重要性は高まっている。

③
費
用
対
効
果
分

析
要
因
の
変
化

【費用対効果】

費用便益比(B/C)=5.02＞1.0

【事業の効果等】

本事業により、本線及び周辺道路の交通環境が大きく改善され、都心交通のアクセス性、利便性が高

くなるとともに、混雑緩和による走行速度の向上は CO2 排出量の削減につながり、低炭素社会の実現や

沿道生活環境の改善に寄与する。また、広幅員の車道、歩道が整備されることにより、ユニバーサルデ

ザイン化が推進され、良好な道路空間が創出されるほか、災害発生時には近接する浜松市役所や第二次

救急医療施設の遠州病院への緊急輸送道路としての機能も期待される。

④
コ
ス
ト
縮

減
や
代
替

案
立
案
等

の
可
能
性

事業費については、早期の事業完了及び最良・最適な工法の採用により、メンテナンスコストを含む

総合的なコスト削減に努める。また、リサイクル資材の積極的な活用により資源循環型社会の構築を図

る。本事業区間の大半は現道拡幅であり、用地買収、建物補償に関する費用を最小限に抑えることが出

来るため、現在の計画ルートが最適である。

対
応
方
針
等

（１）対応方針   事業継続・見直し継続・休止・中止（いずれかを○で囲む）

本事業により本線及び周辺道路の渋滞を解消し、交通環境の改善及び円滑な道路ネットワークの実現
が可能となるため、「安全で安心な暮らしを支えるみちづくり」が推進される。

（２）事業継続以外の場合は取扱方針等
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【位置図】
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【位置図（拡大図）】


